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特別講演（市民公開講座） 
	 13：30～14：30　第11会場（三重県総合文化センター　男女共同参画センター 1F　多目的ホール）

住民とともに歩む医療
　　　座長：竹村　洋典（‌�三重大学大学院医学系研究科家庭医療学・医学部附属病院総合診療科）
　　対談者：丸山　　泉（‌�一般社団法人 日本プライマリ・ケア連合学会）
企画責任者：竹村　洋典（‌�三重大学大学院医学系研究科家庭医療学・医学部附属病院総合診療科）

鈴木　英敬（‌�三重県知事）

招待講演	 11：00～12：30　第1会場（三重県総合文化センター　文化会館 1F　大ホール）
English

アジア大洋州の国々における医療の問題、そしてそれにどのように対処しているのか？―総合診療
の位置づけ―
座長・企画責任者：竹村　洋典（‌�三重大学大学院医学系研究科家庭医療学・医学部附属病院総合診療科）

Sustainable Healthcare: The Value Proposition of Family Medicine
KHENG HOCK LEE（‌�Singapore General Hospital）

Current medical issue and challenges of primary care in Korea
Duk-Chul Lee（‌�Korean Academy of Family Medicine, Department of Family Medicine, College of Medicine, Yonsei University, 

Seoul, Korea）

The current medical problem in Hong Kong and ways to solve it: the roles of family medicine
LAM TAI PONG（‌�The University of Hong Kong）

The Current Medical Problems in Asia Pacific and Ways to solve it: The Roles of Primary Care/Family Medicine
Retno Asti Werdhani（‌�Department of Community Medicine, Faculty of Medicine University of Indonesia）

シンポジウム19	 9：15～10：45　第1会場（三重県総合文化センター　文化会館 1F　大ホール）

総合診療専門医のキャリアパスを拓くために
座長・企画責任者：草場　鉄周（‌�医療法人北海道家庭医療学センター）

専門医制度運営会議担当企画

在宅医学会専門医制度と総合診療専門医のキャリアパス
木下　朋雄（‌�コンフォガーデンクリニック）

病院で働くジェネラリストのキャリアパス
石丸　裕康（‌�天理よろづ相談所病院 総合診療教育部 ）

総合診療の実践と研究　-都市部での学びと島での学びから-
金子　　惇（‌�浜松医科大学　地域家庭医療学講座）

地方の家庭医／総合診療医のキャリアパス～臨床・教育・マネージャーとしての働きと海外オンライン大学院～
中村　琢弥（‌�弓削メディカルクリニック 滋賀家庭医療学センター）

シンポジウム20	 9：15～10：45　第5会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　小会議室）

女性診療の充実に向けて－産婦人科におけるブロック研修必修化の意義と課題
　　　座長：井上真智子（‌�浜松医科大学　地域家庭医療学講座）
　　　　　　伊藤　雄二（‌�公益社団法人　地域医療振興協会　市立恵那病院）
企画責任者：井上真智子（‌�浜松医科大学　地域家庭医療学講座）

女性医療・保健委員会企画

女性診療研修の実際―総合診療指導医の立場から―
宮崎　　景（‌�みえ医療福祉生活協同組合　高茶屋診療所）

産婦人科ブロック研修を経験して―専攻医の立場から―
坂井　雄貴（‌�亀田ファミリークリニック館山 家庭医診療科）

産婦人科指導医が考える総合診療医の女性診療研修の意義と課題
安日　一郎（‌�国立病院機構　長崎医療センター 産婦人科）
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シンポジウム21 
	 9：15～10：45　第11会場（三重県総合文化センター　男女共同参画センター 1F　多目的ホール）

病院総合診療医に求められる診療スキルとは?(Part 3)
座長・企画責任者：田妻　　進（‌�広島大学病院　総合内科・総合診療科）

病院総合診療医（仮）検討委員会企画

病院総合診療医が知っておきたいPoint-of-care US（POCUS）
松村　俊二（‌�国家公務員共済組合連合会　吉島病院）

T&Aマイナーエマージェンシー（小外科初期診療プログラム）耳鼻科編
小林　知貴（‌�広島大学病院　総合内科・総合診療科），松原　知康（広島大学　大学院　脳神経内科学），高橋　優二（井上病院）

病棟での「不眠・せん妄への対応」「転倒予防」「誤嚥対策」はどうしてますか？
川島　篤志（‌�市立福知山市民病院 総合内科）

シンポジウム22	 9：15～10：45　第14会場（三重県総合文化センター　生涯学習センター 2F　視聴覚室）

これからの離島へき地における総合診療・専攻医教育
座長・企画責任者：本村　和久（‌�沖縄県立中部病院）

島嶼及び僻地医療委員会企画

山口県のへき地医療の現状と取り組み～へき地は医師をステキにする～
原田　昌範（‌�山口県立総合医療センターへき地医療支援センター）

豪州でのへき地医療教育
齋藤　　学（‌�合同会社ゲネプロ）

へき地は日本の未来の医療～学びの力で地域医療再生支援～
中桶　了太（‌�長崎大学病院 へき地病院再生支援・教育機構）

人口減少社会の鳥取と小規模離島の沖縄における家庭医の育成
朴　　大昊（‌�鳥取大学医学部地域医療学講座）

シンポジウム23	 11：00～12：30　第2会場（三重県総合文化センター　文化会館 1F　中ホール）

総合診療医が知っておきたい性感染症診療のリアル
座長・企画責任者：谷崎隆太郎（‌�名張市立病院 総合診療科）

実行委員会企画

三重県独自の調査様式による性感染症サーベイランス結果について
山本　昌宏（‌�三重県保健環境研究所）

総合診療医が“偶然”発見する性感染症
谷口　　恭（‌�（医）太融寺町谷口医院）

「私にも検査の機会を与えてほしかった」防げたはずの感染・発症事例
堀　　成美（‌�国立国際医療研究センター）

開業医におけるHIV診療
山中　　晃（‌�新宿東口クリニック）
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シンポジウム24	 11：00～12：30　第6会場（三重県総合文化センター　文化会館 1F　レセプションルーム）

労働者の健康増進と就労と治療の両立支援
　　　座長：北村　　大（‌�三重大学医学部附属病院　総合診療科）
　　　　　　市川　周平（‌�三重大学医学部　名張地域医療学講座）
企画責任者：市川　周平（‌�三重大学医学部　名張地域医療学講座）

実行委員会企画

主治医側の、患者の両立支援に関する実態
北村　　大（‌�三重大学医学部附属病院　総合診療科）

健康経営時代の生活習慣病対策と主治医・産業医連携
福田　　洋（‌�順天堂大学医学部総合診療科）

産業医の立場から
森本　英樹（‌�森本産業医事務所）

労働者の就労と治療の両立支援の現状
豊田　章宏（‌�労働者健康安全機構　中国労災病院）

シンポジウム25 
	 11：00～12：30　第11会場（三重県総合文化センター　男女共同参画センター 1F　多目的ホール）

働き方改革に向けて管理職に求められるもの
　　　司会：小﨑真規子（‌�堀川病院）
　　　　　　村田亜紀子（‌�岡山家庭医療センター／津山ファミリークリニック）
　スタッフ：矢部　千鶴（‌�三重大学家庭医療学ネットワーク／津ファミリークリニック）
企画責任者：西村　真紀（‌�川崎医療生協・川崎セツルメント診療所）

男女共同参画委員会企画

働き方改革、管理者はなぜ変わらねばならないのか？
丸山　　泉（‌�一般社団法人 日本プライマリ・ケア連合学会）

働き方改革におけるイクボスの重要性
蓮沼　直子（‌�秋田大学医学部総合地域医療推進学講座）

岡山家庭医療センターでの取り組み　ー制約のある職員のケアとサポート、職場内の文化づくりについてー
松下　　明（‌�岡山家庭医療センター　奈義・津山・湯郷ファミリークリニック）

男女共同参画委員会の活動報告と役割について
西村　真紀（‌�川崎医療生協・川崎セツルメント診療所）

シンポジウム26	 11：00～12：30　第14会場（三重県総合文化センター　生涯学習センター 2F　視聴覚室）

総合診療医が都市部でも必要な理由を説明できますか？～求められる都市型総合診療医の姿とは？～
　　　座長：大橋　博樹（‌�医療法人社団家族の森　多摩ファミリークリニック）
　　　　　　喜瀬　守人（‌�家庭医療学開発センター（CFMD）／久地診療所）
企画責任者：大橋　博樹（‌�医療法人社団家族の森　多摩ファミリークリニック）

大都市圏医療委員会企画

都市型総合診療医によるこどもの診療：その意義と必要な研修について
宮本　雄策（‌�川崎市立多摩病院小児科）

地域包括ケアシステム構築のためのモデル疾患であるパーキンソン病から都市型総合診療医を考える
加茂　　力（‌�医療法人社団神天会　登戸内科・脳神経クリニック）

元・腎臓高血圧内科医からみた都市部での総合診療医の必要性
大石　大輔（‌�川崎市立多摩病院）

多職種連携で求められる総合診療医の役割について
井上ふみ子（‌�川崎市立多摩病院（指定管理者 聖マリアンナ医科大学）看護部）
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シンポジウム27	 13：30～15：00　第2会場（三重県総合文化センター　文化会館 1F　中ホール）

医と薬の連携・協働　今さら聞けない頭の中　―診断・処方―
　　　座長：石橋　幸滋（‌�石橋クリニック）
　　　　　　坂口　眞弓（‌�みどり薬局）
企画責任者：矢澤　一博

プライマリ・ケア薬剤師認定制度委員会企画

なんですかぁ、この処方箋は・・・？
川末　真理（‌�ひまわり薬局弘大病院前）

循環器疾患患者の薬物治療とケア　
～侵襲的治療をおこなううえでの注意点～

高見澤　格（‌�榊原記念病院）

医師はどのようにして診断をつけているのか？
鈴木　富雄（‌�大阪医科大学地域総合医療科学寄附講座／大阪医科大学附属病院総合診療科）

シンポジウム28	 13：30～15：00　第5会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　小会議室）

日本におけるプライマリ・ケアのための臨床データベース構築にむけて
座長・企画責任者：髙栁　宏史（‌�熊本大学医学部附属病院　地域医療・総合診療実践学寄附講座）

ICPC委員会企画

日本老年学的評価研究（Japan Gerontological Evaluation Study:JAGES）の経験からの示唆
長嶺由衣子（‌�千葉大学予防医学センター　社会予防医学研究部門）

プライマリ・ケアの質評価・改善を目的としたサーベイ・データベース (PROGRESS)
青木　拓也（‌�京都大学大学院医学研究科　医療疫学分野）

海外におけるプライマリ・ケアのICPCを用いたデータベース構築の取り組みの紹介
金子　　惇（‌�浜松医科大学　地域家庭医療学講座）

北海道家庭医療学センターの取り組み：診療所外来におけるICPCを用いたデータベース構築
神廣　憲記（‌�医療法人北海道家庭医療学センター）

日本プライマリ・ケア連合学会 日本版TransHisプロジェクトの経験
大倉　佳宏（‌�徳島大学病院 総合診療部）

シンポジウム29 
	 13：30～15：00　第12会場（三重県総合文化センター　生涯学習センター 4F　第1小研修室）

English

アジア太平洋地域各国の若手医師からみた若手家庭医／総合診療医の教育システムと課題、そして
未来の役割
Young Doctors Perspectives from Asia Pacific Countries, each GP/FP Educational 
System, the Challenge and the Future Role.
座長・企画責任者：吉田　　伸（‌�医療法人博愛会頴田病院）

実行委員会企画

加藤　大祐（‌�三重大学大学院医学系研究科地域医療学講座）

Seo Young Kang（‌�Asan Medical Center, Seoul）

Lian Leng Low（‌�Singapore General Hospital Duke - NUS Medical School）

Loretta W. Y. Chan（‌�The Hong Kong College of Family Physicians）

Mel Anthony E. Acuavera（‌�Philippine Academy of Family Physicians）
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シンポジウム30 
	 13：30～15：00　第13会場（三重県総合文化センター　生涯学習センター 4F　第2小研修室）

支部活動の活性化と地域・社会への貢献
　　　司会：外山　　学（‌�益田診療所/支部支援委員会）
　　　　　　朝倉健太郎（‌�健生会　大福診療所/支部支援委員会）
企画責任者：外山　　学（‌�益田診療所/支部支援委員会）

支部支援委員会

多職種連携を目指した摂食嚥下障害研修会の開催
戸田　和夫（‌�戸田内科・リハビリテーション科）

北海道ブロック支部における多職種参画企画
田村　英俊（‌�寿都そよかぜ薬局）

多職種チームの習熟度を意識した多職種連携教育の取り組みについて
木村　圭佑（‌�医療法人松徳会　花の丘病院　リハビリテーション科・地域連携室）

シンポジウム31	 13：30～15：00　第16会場（三重県総合博物館（MieMu)　博物館 3F　レクチャールーム）

「総合診療医」が今こそ誤嚥性肺炎の臨床を深めるために
　　　座長：木村　琢磨（‌�北里大学医学部 地域総合医療学）
　　　　　　新村　　健（‌�兵庫医科大学内科学総合診療科）
企画責任者：木村　琢磨（‌�北里大学医学部 地域総合医療学）

高齢者医療委員会、日本老年医学会合同企画

総合診療医らしい誤嚥性肺炎の診かた　～誤嚥性肺炎の臨床でスペシャリストとなりえる総合診療医～
和田　幹生（‌�市立福知山市民病院大江分院 地域医療研修センター）

誤嚥性肺炎治療中のとりあえず安静・禁食・点滴を再考する
前田　圭介（‌�愛知医科大学 緩和ケアセンター）

発症機序に基づく誤嚥性肺炎対策及びリハビリテーション医療の最前線
海老原　覚（‌�東邦大学大学院医学研究科リハビリテーション医学講座）

教育講演9	 9：15～10：45　第2会場（三重県総合文化センター　文化会館 1F　中ホール）

エビデンスに基づいたワクチン接種のために～ Annual evidence up-to-date 2018
　　　座長：岩田健太郎（‌�神戸大学大学院医学系研究科感染治療学）
企画責任者：中山久仁子（‌�医療法人メファ仁愛会 マイファミリークリニック蒲郡）

ワクチンプロジェクトチーム企画

新たな知見にもとづいたワクチン接種
町野　亜古（‌�まどかファミリークリニック）

HPVワクチンの効果と被接種者・家族への説明方法
坂西　雄太（‌�佐賀大学医学部 地域医療支援学講座）

HPVワクチンの副反応について、今わかっていること
武内　治郎（‌�兵庫医科大学　臨床疫学教室）

さらに進んだ「ワクチン up-to-date」
千葉　　大（‌�Sunrise Japan Hospital Phnom Penh）
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教育講演10	 9：15～10：45　第6会場（三重県総合文化センター　文化会館 1F　レセプションルーム）

多職種で実践するユマニチュード
企画責任者：森　　洋平（‌�三重大学医学部附属病院総合診療科）

実行委員会企画

ユマニチュードとは何か
本田美和子（‌�国立病院機構東京医療センター）

GINESTE Yves（‌�ジネスト・マレスコッティ研究所）

教育講演11	 9：15～10：45　第15会場（三重県総合文化センター　生涯学習センター 2F　小研修室）

肩こり・腰痛患者に対する整形内科的生活指導～患者の生活を診るプライマリ・ケア医に期待する
こと～
　　　司会：古屋　　聡（‌�山梨市立牧丘病院）
　　　　　　白石　吉彦（‌�隠岐広域連合立隠岐島前病院長）
企画責任者：小林　　只（‌�弘前大学医学部付属病院　総合診療部）
　　　　　　白石　吉彦（‌�隠岐広域連合立隠岐島前病院長）

公募企画

運動器疼痛に対する整形内科的生活指導～患者を動機づける診療技術～
小林　　只（‌�弘前大学医学部付属病院　総合診療部）

指導をしない生活指導とは？～患者の気づきを促す問診技術（事実質問 fact question）～
平野　貴大（‌�青森県立中央病院　総合診療科・弘前大学大学院医学研究科　総合診療医学講座）

教育講演12	 13：30～15：00　第1会場（三重県総合文化センター　文化会館 1F　大ホール）

Annual Evidence Update in Primary Care 2018
座長・企画責任者：南郷　栄秀（‌�東京北医療センター　総合診療科）

EBMプロジェクトチーム企画

岡田　　悟（‌�東京北医療センター）

矢吹　　拓（‌�国立病院機構 栃木医療センター）

宮崎　　景（‌�みえ医療福祉生活協同組合　高茶屋診療所）

五十嵐　俊（‌�横浜市立脳卒中・神経脊椎センター 薬剤部）

教育講演13	 13：30～15：00　第6会場（三重県総合文化センター　文化会館 1F　レセプションルーム）

Integrative Primary Healthcare～プライマリ・ケアにおける統合医療という多職種協働連携のあ
り方
座長・企画責任者：伊藤　京子（‌�名古屋大学医学部附属病院総合診療科統合ヘルスケア外来）

実行委員会企画

訝しい補完代替医療をどう取り扱うべきか～日本型統合医療の理念
織田　　聡（‌�一般社団法人 日本統合医療支援センター代表理事／医療法人社団聡叡会 あすかクリニック紀尾井町 院長）

名古屋大学医学部附属病院総合診療科における統合ヘルスケアチームの試み
伊藤　京子（‌�名古屋大学医学部附属病院総合診療科統合ヘルスケア外来）
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教育講演14	 13：30～15：00　第14会場（三重県総合文化センター　生涯学習センター 2F　視聴覚室）

プライマリ・ケアと文化人類学　ナラティヴとオープンダアイローグへの道筋
　　　座長：高木　俊介（‌�たかぎクリニック）
企画責任者：後藤　道子（‌�三重大学大学院医学系研究科地域医療学講座）
　　　　　　若林　英樹（‌�三重大学大学院医学系研究科地域医療学講座）

実行委員会企画

プライマリ・ケアと医療人類学
江口　重幸（‌�東京武蔵野病院）

オープンダイアローグの可能性
下平美智代（‌�認定NPO法人　リカバリーサポートセンター ACTIPS）

不確実性に耐える：プライマリ・ケアにおけるダイアローグの可能性
孫　　大輔（‌�東京大学大学院医学系研究科 医学教育国際研究センター 医学教育学部門）

教育講演　総合診療・家庭医療コアシリーズ5 
	 9：15～10：45　第7会場（三重県総合文化センター　文化会館 B1F　小ホール）

日本の総合診療の夜明けと今後の展望
座長・企画責任者：竹村　洋典（‌�三重大学大学院医学系研究科家庭医療学・医学部附属病院総合診療科）

実行委員会企画

日本プライマリ・ケア学会の歩みと家庭医療学
前沢　政次（‌�京極町国民健康保険診療所）

プライマリ・ケアの歴史を振り返り未来を展望する
津田　　司（‌�菊川市家庭医療センター）

3学会合併と総合診療医の将来
山田　隆司（‌�台東区立台東病院）

3学会合同の議論を通じて見えてきたこと―地域総合医について
小泉　俊三（‌�一般財団法人 東光会 七条診療所）

教育講演　総合診療・家庭医療コアシリーズ6 
	 11：00～12：30　第7会場（三重県総合文化センター　文化会館 B1F　小ホール）

日本で根拠に基づく予防医療と健康増進を推進するには
座長・企画責任者：宮崎　　景（‌�みえ医療福祉生活協同組合　高茶屋診療所）

実行委員会企画

日本の現状
北村　和也（‌�勝川ファミリークリニック）

根拠に基づく予防医療・健康増進を個々の患者に提供するアプローチ、集団に対して提供するアプローチ
向原　　圭（‌�久留米大学医療センター　総合診療科）

予防医療教育ワーキンググループの活動紹介
齋藤さやか（‌�国立病院機構 霞ヶ浦医療センター）
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教育講演　総合診療・家庭医療コアシリーズ7 
	 13：30～15：00　第7会場（三重県総合文化センター　文化会館 B1F　小ホール）

明日からの一人一人の外来診療に生かすため、「患者中心の医療の方法」を多面的に俯瞰して中心を
捉える
　　　座長：松井　善典（‌�浅井東診療所・関西家庭医療学センター）
企画責任者：北村　　大（‌�三重大学医学部附属病院　総合診療科）
　　　　　　松井　善典（‌�浅井東診療所・関西家庭医療学センター）

実行委員会企画

患者中心の医療の方法についての基礎から応用ー背景・エビデンスの要点ー
松井　善典（‌�浅井東診療所・関西家庭医療学センター）

関係性システムに対するコーチングについて（仮）
原田　直和（‌�CRRジャパンファカルティ /株式会社HeartToEarth）

人類学的視点からみた「患者中心の医療の方法」の可能性と課題
飯田　淳子（‌�川崎医療福祉大学）

学会ジョイントプログラム 
	 13：30～15：00　第15会場（三重県総合文化センター　生涯学習センター 2F　小研修室）

日本心身医学会「不定愁訴患者の症例検討会　－心身医学の視点を交えて－」
座長・症例提示：西山　順滋（‌�関西医科大学附属病院　総合診療科）
　　企画責任者：西山　順滋（‌�関西医科大学附属病院　総合診療科）
　　　　　　　　福永　幹彦（‌�関西医科大学心療内科学講座）

実行委員会企画

竹中　裕昭（‌�竹中医院）

町田　英世（‌�医療法人まちだクリニック）

西田　愼二（‌�日本赤十字社和歌山医療センター心療内科部）

水野　泰行（‌�関西医科大学心療内科学講座　総合診療科）

インタレストグループ7 
	 9：15～10：45　第12会場（三重県総合文化センター　生涯学習センター 4F　第1小研修室）

若手・中堅ジェネラリストのこれからを考える会（GPEP)
　　　司会：木村　琢磨（‌�北里大学医学部　地域総合医療学）
　　　　　　小谷　和彦（‌�自治医科大学　地域医療学部門）
　　　　　　北村　　大（‌�三重大学医学部附属病院　総合診療科）
企画責任者：木村　琢磨（‌�北里大学医学部　地域総合医療学）

公募企画

木村　琢磨（‌�北里大学医学部　地域総合医療学）
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インタレストグループ8 
	 9：15～10：45　第16会場（三重県総合博物館（MieMu)　博物館 3F　レクチャールーム）

コミュニティホスピタル（200床未満の中小病院）におけるプライマリ・ケア医の役割
司会・企画責任者：金城謙太郎（‌�鉄蕉会　亀田森の里病院　東海大学総合内科家庭医療プログラム）

公募企画

本田　宜久（‌�医療法人博愛会　頴田病院　飯塚・頴田家庭医療プログラム）

吉田　　伸（‌�医療法人博愛会　頴田病院　飯塚・頴田家庭医療プログラム）

金井　伸行（‌�金井病院／関西家庭医療学センター）

松島　和樹（‌�金井病院／関西家庭医療学センター）

大杉　泰弘（‌�豊田地域医療センター　藤田保健衛生大学総合診療プログラム）

インタレストグループ9 
	 9：15～10：45　第18会場（三重県総合博物館（MieMu)　博物館 2F　実習室）

ケースレポートを書こう！　-acceptされるために必要なこと-
　　　司会：八幡　晋輔（‌�神戸大学大学院医学研究科 地域医療教育学部門）
　　　書記：馬渕　真依（‌�兵庫県立柏原病院）
企画責任者：見坂　恒明（‌�兵庫県立柏原病院 地域医療教育センター /神戸大学大学院医学研究科 地域医療支援学

部門）

公募企画

見坂　恒明（‌�兵庫県立柏原病院 地域医療教育センター /神戸大学大学院医学研究科 地域医療支援学部門）

隈部　綾子（‌�自治医科大学附属病院　総合診療内科）

角谷　慶人（‌�京都府立医科大学附属病院）

小佐見光樹（‌�朝来医療センター 内科）

合田　　建（‌�兵庫県立柏原病院　）

インタレストグループ10 
	 11：00～12：30　第5会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　小会議室）

へき地のおひとりさま医師、全員集合！
企画責任者：佐古　篤謙（‌�三次市作木診療所）

公募企画

佐古　篤謙（‌�三次市作木診療所）

菅野　哲也（‌�相模原市立千木良診療所）

藤原　靖士（‌�ホームケアクリニック横浜港南）

加藤　徹男（‌�茨城県西南医療センター病院附属八千代診療所）

インタレストグループ11 
	 11：00～12：30　第13会場（三重県総合文化センター　生涯学習センター 4F　第2小研修室）

あなたの診療所・病院外来　 予診はどうしてますか？
企画責任者：田中亜紀子（‌�トータルファミリーケア　北西医院）

公募企画

渡部あずさ（‌�製鉄記念室蘭病院）

嶋田　文子（‌�健生会　大福診療所）

居安　綾子（‌�岡山家庭医療センター　湯郷ファミリークリニック）

長田あかり（‌�御前崎市家庭医療センター　しろわクリニック）
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インタレストグループ12 
	 11：00～12：30　第18会場（三重県総合博物館（MieMu)　博物館 2F　実習室）

大学病院総合診療部門による総合診療医の救急スキル養成についての検討
　　　座長：多胡　雅毅（‌�佐賀大学医学部附属病院 総合診療部）
　　　　　　大串　昭彦（‌�佐賀大学医学部 地域医療支援学講座）
　　　指導：山下　秀一（‌�佐賀大学医学部附属病院 総合診療部）
　　　　　　瓜田　純久（‌�東邦大学医療センター 大森病院総合診療・救急センター）
　　　　　　志水　太郎（‌�獨協医科大学 総合診療医学講座）
　　　　　　山城　清二（‌�富山大学附属病院 総合診療部）
　　　　　　田妻　　進（‌�広島大学病院 総合内科・総合診療科）
企画責任者：多胡　雅毅（‌�佐賀大学医学部附属病院 総合診療部）

公募企画

佐々木陽典（‌�東邦大学医療センター 大森病院総合診療・急病センター）

原田　侑典（‌�獨協医科大学 総合診療医学講座）

山城　清二（‌�富山大学附属病院 総合診療部）

宮森　大輔（‌�広島大学病院 総合内科・総合診療科）

インタレストグループ13 
	 13：30～15：00　第18会場（三重県総合博物館（MieMu)　博物館 2F　実習室）

次世代における患者中心型医療とは？ 
～個人、個別集団、地域それぞれの視点から‘健康資産’を検討～
　　　司会：竹内　円雅（‌�かながわクリニカルリサーチ戦略研究センター）
企画責任者：友松　郁子（‌�かながわクリニカルリサーチ戦略研究センター）

公募企画

伊達　仁人（‌�慶應義塾大学大学院 政策・メディア研究科）

紅谷　浩之（‌�オレンジホームケアクリニック）

友松　郁子（‌�かながわクリニカルリサーチ戦略研究センター）

インタラクティブセッション12 
	 9：15～10：45　第13会場（三重県総合文化センター　生涯学習センター 4F　第2小研修室）

胃瘻を選ばない時代の"食べる”支援とリハビリテーション
　　　司会：土屋　邦洋（‌�医療法人かがやき　総合在宅医療クリニック）
　　　講師：菊谷　　武（‌�日本歯科大学口腔リハビリテーション多摩クリニック）
　　　　　　市橋　亮一（‌�医療法人かがやき　総合在宅医療クリニック）
企画責任者：土屋　邦洋（‌�医療法人かがやき　総合在宅医療クリニック）

公募企画

若林　英樹（‌�三重大学大学院医学系研究科地域医療学講座）

安田　和代（‌�医療法人かがやき　総合在宅医療クリニック）

合掌かおり（‌�医療法人かがやき　総合在宅医療クリニック）

石川　明奈（‌�医療法人かがやき　総合在宅医療クリニック）
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インタラクティブセッション13 
	 9：15～10：45　第17会場（三重県総合博物館（MieMu)　博物館 2F　交流活動室）

これからの薬局のあり方をデザインする
司会・企画責任者：門下　鉄也（‌�マルエ薬局 東店）

公募企画

山本　　伸（‌�シミックホールディングス株式会社）

小見川香代子（‌�アップル薬局　小岩店）

星　　利佳（‌�ほし薬局）

柳　　直樹（‌�有限会社薬園堂薬局）

鈴木　秀明（‌�有限会社弘法薬局 あんず薬局知立店）

坂口　眞弓（‌�みどり薬局）

インタラクティブセッション14 
	 11：00～12：30　第12会場（三重県総合文化センター　生涯学習センター 4F　第1小研修室）

ポートフォリオ　はじめの一歩～ポートフォリオ作成支援～
企画責任者：本郷　舞依（‌�みちのく総合診療医学センター／坂総合病院 総合診療科）

PG運営・FD委員会企画

本郷　舞依（‌�みちのく総合診療医学センター／坂総合病院 総合診療科）

中村　真季（‌�常陸大宮済生会病院　内科）

山内　優輔（‌�岡山家庭医療センター 奈義ファミリークリニック）

井上　博人（‌�市立奈良病院 総合診療科）

水本　潤希（‌�愛媛医療生活協同組合 愛媛生協病院 内科・家庭医療科）

専門医研修プログラム運営・FD委員 一同

インタラクティブセッション15 
	 11：00～12：30　第15会場（三重県総合文化センター　生涯学習センター 2F　小研修室）

第21回臨床研究デザイン道場
日野原賞受賞演題から学ぶ研究デザイン作成のコツ！
座長・企画責任者：竹島　太郎（‌�福島県立医科大学　白河総合診療アカデミー）

研究支援委員会企画

大野　毎子（‌�唐津市民病院きたはた）

佐藤弘太郎（‌�北海道家庭医療学センター 本輪西ファミリークリニック）

青木　拓也（‌�京都大学大学院医学研究科　医療疫学分野）

一瀬　直日（‌�赤穂市民病院）

片岡　裕貴（‌�兵庫県立尼崎総合医療センター）

野口　善令（‌�名古屋第二赤十字病院 ）

鈴木　雅雄（‌�福島県立医科大学会津医療センター 漢方医学講座）

杉岡　　隆（‌�佐賀大学医学部 地域医療支援学講座）

岡田　唯男（‌�鉄蕉会　亀田ファミリークリニック館山）

吉野　俊平（‌�飯塚病院）
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インタラクティブセッション16 
	 11：00～12：30　第16会場（三重県総合博物館（MieMu)　博物館 3F　レクチャールーム）

家庭医療の包括的診療を反映する診療報酬及び医療制度のあり方を探る
司会・企画責任者：草場　鉄周（‌�医療法人北海道家庭医療学センター）

公募企画

中川　貴史（‌�医療法人北海道家庭医療学センター　栄町ファミリークリニック）

久米　隼人（‌�厚生労働省 医政局　地域医療計画課）

澤　　憲明（‌�Riverside Medical Centre）

井伊　雅子（‌�一橋大学 国際公共政策大学院）

インタラクティブセッション17 
	 11：00～12：30　第17会場（三重県総合博物館（MieMu)　博物館 2F　交流活動室）

病院総合医が遭遇する症例へのアプローチ
司会・企画責任者：川島　篤志（‌�市立福知山市民病院 総合内科）

病院総合医委員会企画

小西　竜太（‌�関東労災病院）

宇井　睦人（‌�東千葉メディカルセンター総合診療科/千葉大学大学院医学研究院総合医科学講座）

大生　定義（‌�新生病院）

佐藤　健太（‌�勤医協札幌病院）

小田　浩之（‌�飯塚病院 総合診療科）

森川　　暢（‌�東京城東病院）

石丸　裕康（‌�天理よろづ相談所病院 総合診療教育部 ）

山田　康博（‌�国立病院機構 東京医療センター 総合内科）

インタラクティブセッション18 
	 13：30～15：00　第17会場（三重県総合博物館（MieMu)　博物館 2F　交流活動室）

ケースで学ぶ　プライマリ・ケア医のための小児在宅医療～実践編：社会制度活用法～
司会・企画責任者：島崎　亮司（‌�地域医療振興協会　シティタワー診療所）

公募企画

奈須　康子（‌�埼玉医大福祉会　医療型障碍児入所施設　カルガモの家）

中村　仁隆（‌�地方独立行政法人　岐阜県総合医療センター　重度心身障がい者施設すこやか）

市川百香里（‌�公益社団法人　岐阜県看護協会／重症心身障がい在宅支援センター　みらい）

高橋　陽子（‌�陽和彩訪問看護ステーション）
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一般演題（口演）16　高齢者ケア① 
	 9：15～10：45　第3会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　大会議室）

座長：阿波谷敏英（‌�高知大学医学部家庭医療学講座）
　　　長嶺由衣子（‌�千葉大学予防医学センター）

O-105	 直接作用型経口抗凝固剤時代における当院高齢非弁膜症性心房細動に対するワーファリン治療の現状評価
鈴木　友輔（‌�国立病院機構あわら病院　総合診療科）

O-106	 当院におけるDOAC服用の現状
井上　重宏（‌�長崎県上五島病院　内科）

O-107	 在宅や施設で介護されている要介護者はどこで死亡するのか？
佐藤　幹也（‌�筑波大学医学医療系ヘルスサービスリサーチ分野／住友重機械工業株式会社人事本部健康管理センター）

O-108	 プライマリ・ケア医は認知症の告知をどのように行い、どう感じているか：インタビューによる質的研究
阿部　路子（‌�浜松医科大学　地域家庭医療学講座）

O-109	 プライマリ・ケア医による認知症のあるマルチモビディティー患者の診療の実際および都市部とへき地の違い
綱分　信二（‌�菊川市家庭医療センター／静岡家庭医養成プログラム）

O-110	 認知症患者の人生の最終段階における意思決定支援に関するプライマリ・ケア医の経験と考え：質的研究
松田　真和（‌�菊川市家庭医療センター／静岡家庭医養成プログラム）

O-111	 地域在住高齢がん患者における社会的孤立者の実態
水谷　祐哉（‌�三重大学大学院　医学系研究科　家庭医療学講座／医療法人社団主体会　小山田記念温泉病院）

一般演題（口演）17　医療者 ‐ 患者関係・医療面接・コミュニケーション 
	 9：15～10：45　第8会場（三重県総合文化センター　男女共同参画センター 3F　セミナー室C）

座長：高橋　徳幸（‌�名古屋大学大学院 医学系研究科 地域医療教育学寄附講座）
　　　中山　明子（‌�大津ファミリークリニック）

O-112	 患者の経済状況を尋ねるのに私たちはそこまで尻込みする必要はないのかもしれない(第3報)
水本　潤希（‌�愛媛医療生活協同組合　愛媛生協病院　内科・家庭医療科）

O-113	 患者と医療者で“ともに考える”診療意思決定支援の有効性に関する研究　第一報
飯岡　緒美（‌�国立病院機構　東京医療センター　臨床疫学研究室）

O-114	 外来におけるShared Decision Makingを促進することを目的とした文書テンプレートの開発
尾藤　誠司（‌�NHO東京医療センター）

O-115	 意思決定に向けた面談において何が話され記録されているのか？　--電子カルテの二次利用による内容分析--
田中　雅之（‌�東北大学医学系大学院医療倫理学分野）

O-116	 患者中心の医療面接において臨床心理士はどのようなフィードバックを行うか
塩田　星児（‌�大分市医師会立アルメイダ病院　総合診療科）

O-117	 エンド・オブ・ライフ・ケアに関連する当事者 ‐ 医療者間コミュニケーションの課題の文献的検討
林　真理子（‌�林小児科医院）

O-118	 全国調査に基づくMultimorbidityパターンとうつ症状との関連の検討
青木　拓也（‌�京都大学大学院医学研究科　社会健康医学系専攻　医療疫学分野）

一般演題（口演）18　多職種連携① 
	 9：15～10：45　第9会場（三重県総合文化センター　男女共同参画センター 2F　セミナー室A）

座長：吉村　　学（‌�宮崎大学医学部地域医療総合診療医学講座）
　　　玉井友里子（‌�岡山家庭医療センター 湯郷ファミリークリニック）

O-119	 多職種参加型アクションリサーチ「医療過疎地の在宅推進プロセスの探索」：ホラクラシー型地域への変容
細井　崇弘（‌�神栖済生会病院・神栖地域医療教育センター）

O-121	 診療所・小病院における医療従事者が認識する多職種連携協働と患者が捉えるプライマリ・ケアの質との関連
上田　篤志（‌�筑波大学附属病院総合診療グループ　総合医コース／大和クリニック）

O-122	 医療機関と行政はどのような協働プロセスで政策提言を行い、どのような葛藤に直面したか？
春田　淳志（‌�筑波大学医学医療系）
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ロ
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ラ
ム 
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月
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日
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O-123	 減薬について処方医と交わした診療情報提供書から考えるポリファーマシーに対する意識と実際の処方数
青木　達也（‌�橋本市民病院　総合内科）

O-124	 職種の違いによる自由記述の回答傾向
吉見　憲二（‌�佛教大学　社会学部　現代社会学科）

O-125	 小山市の医療・介護専門職が考える理想の多職種連携についての質的研究
宮道　亮輔（‌�ハンディクリニック／小山地区医師会　在宅医療介護推進委員会）

一般演題（口演）19　栄養・食事 
	 9：15～10：45　第10会場（三重県総合文化センター　男女共同参画センター 2F　セミナー室B）

座長：吉山　友二（‌�北里大学 薬学部 保険薬局学）
　　　洪　　英在（‌�三重県立一志病院）

O-126	 地域包括ケア病棟入院患者の在宅復帰と低栄養の関連性についての前向き観察研究
前田　圭介（‌�愛知医科大学　緩和ケアセンター／玉名地域保健医療センター　摂食嚥下栄養療法科）

O-127	 高齢入院患者におけるビタミンD欠乏と入院経過への影響
田邊　翔太（‌�島根県立中央病院　救命救急科）

O-128	 亜鉛値とその他血液検査項目との関連について　～ NST対象者に対する調査研究～
田中　拓樹（‌�福岡青洲会病院　リハビリテーション部）

O-129	 本吉病院での摂食機能トレーニングの嚥下機能への効果と退院後の場所に与えた影響の検証
岩本　隆志（‌�気仙沼市立本吉病院）

O-130	 非経口栄養摂取を行っている高齢入院患者の血中ビタミンB1濃度に関する調査
任　　　瑞（‌�筑波メディカルセンター病院　総合診療科）

O-131	 介護施設に入居している高齢入院患者の血中ビタミンB1濃度に関する調査
任　　明夏（‌�筑波大学附属病院　総合医コース／筑波メディカルセンター病院　総合診療科）

O-132	 肥満症において食事療法で減量できる患者とできない患者の違いはなにか
西森　栄太（‌�佐久市立国保浅間総合病院）

一般演題（口演）20　高齢者ケア② 
	 11：00～12：30　第3会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　大会議室）

座長：鈴木　　央（‌�鈴木内科医院）
　　　曽我　圭司（‌�津山ファミリークリニック）

O-133	 高齢者の入院時栄養状態スクリーニング結果と感染症重症度の関連
堀之内　登（‌�大分大学医学部　総合診療・総合内科学講座）

O-134	 内科急性期病棟入院高齢患者でのせん妄発症のリスク
落合　甲太（‌�西淀病院地域総合内科）

O-135	 胸腰椎圧迫骨折患者における，経皮的椎体形成術と保存的加療の患者予後比較
西澤　俊紀（‌�聖路加国際病院　初期研修医）

O-136	 初期研修医が高齢患者を診療するのに必要最低限の外傷診療手技習得について
豊田　　洋（‌�済生会横浜市南部病院）

O-137	 100歳以上の超高齢者の入院実態
渡辺　　光（‌�名張市立病院　総合診療科）

O-138	 高齢者、超高齢者肺炎に対するage-adjusted prognosis index scoreによる層別化解析
尾﨑　尚人（‌�小張総合病院　呼吸器内科）

O-139	 在宅医療促進に関連する患者・家族の負担と地域医療・介護体制に関する質的研究
若林　英樹（‌�三重大学大学院　医学系研究科　地域医療学講座）
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一般演題（口演）21　地域包括ケア 
	 11：00～12：30　第8会場（三重県総合文化センター　男女共同参画センター 3F　セミナー室C）

座長：雨森　正記（‌�医療法人社団弓削メディカルクリニック）
　　　大西　弘高（‌�東京大学医学系研究科医学教育国際研究センター）

O-140	 介護負担に関する介護者、医師、看護師の認識の差についての調査
天野　　静（‌�川崎セツルメント診療所）

O-141	 2025年問題に関する寸劇と対話による住民主体の地域ケアへのエンパワーメント
中村裕美子（‌�平成記念病院）

O-142	 神津島村における地域包括ケアのニーズ調査：限られた医療・福祉サービスと自助・互助の変化
中西　貴大（‌�練馬光が丘病院　総合診療科）

O-143	 地域のソーシャル・キャピタルと高齢者の要介護度改善の関連：JAGESコホート研究
雨宮　愛理（‌�東京大学大学院　医学系研究科　健康教育・社会学分野）

O-144	 “自己と地域の心理的距離感”は“地域づくり活動”を反映するか？～ IOS尺度を用いた検証～
平野　貴大（‌�弘前大学大学院医学研究科　総合診療医学講座／青森県立中央病院　総合診療部）

O-145	 過疎地住民の健康に関連する安心と不安～中山間過疎地に在住する診療所職員へのインタビューの質的分析～
佐藤　優子（‌�浜田市国保診療所連合体）

O-146	 首都圏における心不全診療の地域差ー地域医療機関のアンケート結果から
塚田　弥生（‌�日本医科大学　循環器内科）

一般演題（口演）22　多職種連携② 
	 11：00～12：30　第9会場（三重県総合文化センター　男女共同参画センター 2F　セミナー室A）

座長：吉本　　尚（‌�筑波大学医学医療系）
　　　木村　琢磨（‌�北里大学医学部地域総合医療学）

O-147	 多職種の地域におけるコミュニティ感覚尺度の妥当性の検討
劉　　彦伯（‌�大和クリニック／筑波大学附属病院総合医コース）

O-148	 急性期病院の退院調整に関する現状調査多職種連携を効果的に展開するタイミング
大月　優香（‌�岡山中央病院）

O-149	 診療所・小病院における多職種連携協働の評価と関連する要因の探索
福田　幸寛（‌�筑波メディカルセンター病院／筑波大学附属病院総合医コース）

O-150	 診療所・小病院での職員のRIPLS（Readiness for interprofessional learning scale）と関連する要因の探索
孫　　　瑜（‌�筑波メディカルセンター病院／筑波大学附属病院　総合医コース）

O-151	 多職種連携協働の評価ツールAITCS 日本語版の信頼性と文化的適応性の検討
山本　由布（‌�セントラル総合クリニック）

O-152	 医療福祉現場で働く外国人スタッフの職業性ストレスについての検討－日本の国家資格取得の有無に注目して－
山本　哲子（‌�筑波大学大学院　人間総合科学研究科）

O-153	 地域における医師と保健師の協働で何が起こっていたのか～ SCATを用いた質的分析～
渡辺　史子（‌�富山市まちなか診療所）

一般演題（口演）23　性差医療（男性・女性ケアなど）・外傷のケア・身体診察 
	 11：00～12：30　第10会場（三重県総合文化センター　男女共同参画センター 2F　セミナー室B）

座長：高屋敷明由美（‌�筑波大学医学医療系）
　　　鳥谷部真美（‌�亀山市立医療センター）

O-154	 男性患者の性習慣の聴取における医師のジェンダーの影響に関する検討
原田　芳巳（‌�東京医科大学病院　総合診療科／東京医科大学　八王子医療センター　総合診療科）

O-155	 総合診療医が産科医と共同して周産期管理にかかわることの有用性ついての検討
水谷　佳敬（‌�さんむ医療センター／亀田ファミリークリニック館山）

O-156	 救急外来からみた緊急避妊の現状、および婦人科外来と比較した場合の特徴
畝　　辰明（‌�洛和会音羽病院　家庭医療科／大津ファミリークリニック）
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O-157	 大腿骨近位部骨折に対するポケットエコーの診断精度：プライマリ・ケアにおける急性股関節部痛の初期評価
穐元　　崇（‌�弘前大学医学部付属病院　総合診療部／弘前大学大学院　医学研究科　総合診療医学講座）

O-158	 脆弱性骨盤骨折は出血性ショックを生じうる
上田　泰久（‌�札幌徳洲会病院）

O-159	 地域病院看護師によるフィジカルアセスメント実践の現状：横断研究
前島　里子（‌�雲南市立病院）

O-160	 vital signを用いた救急受診患者の一次スクリーニングについての検討
藥師寺洋介（‌�大阪市立総合医療センター　初期急病診療部）

一般演題（口演）24　在宅医療② 
	 13：30～15：00　第3会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　大会議室）

座長：下島　卓弥（‌�訪問診療所 下島）
　　　矢部　千鶴（‌�三重大学家庭医療学ネットワーク 津ファミリークリニック）

O-161	 都道府県別在宅死亡割合に関連する要因探索～地域相関研究～
吉田　英人（‌�西伊豆健育会病院）

O-162	 当クリニックのがん終末期に対する在宅での緩和治療の検討
佐伯　修二（‌�ホームケアクリニック横浜港南）

O-163	 介護施設で看取った終末期癌患者の多職種デスカンファレンス
河村　康司（‌�元田川市立病院緩和ケア内科、現福西会病院在宅診療科）

O-164	 訪問診療を行っている患者のAdvance care planningと主介護者のQOL・介護負担感の関連調査
楢原　正基（‌�社会医療法人河北家庭医療学センター）

O-165	 地方都市在宅療養支援診療所における訪問診療対象患者の予後
高柳　　亮（‌�群馬家庭医療学センター　前橋協立診療所）

O-166	 訪問診療を行っているがん患者と非がん患者で在宅看取り率に差はあるか
切畑屋友希（‌�南和広域医療企業団　南奈良総合医療センター　在宅医療支援センター）

O-167	 在宅医療に関わる薬局薬剤師の苦悩とその対処を探る
菊地　真実（‌�ふくろう薬局／早稲田大学人間科学総合研究センター）

一般演題（口演）25　薬剤ケア・リハビリテーション 
	 13：30～15：00　第4会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　中会議室）

座長：後藤　忠雄（‌�県北西部地域医療センター）
　　　片山　　繁（‌�三重県立志摩病院）

O-168	 潜在的不適切処方とポリファーマシーの併存は高齢者の転倒リスクを増大させる：1年間の前向きコホート研
究
舛本　祥一（‌�筑波大学大学院　人間総合科学研究科　地域医療教育学分野／河北家庭医療学センター）

O-169	 保険薬局の薬剤師によるメマンチン塩酸塩のアドヒアランス向上支援に関する研究（PASM研究）
渡邊　法男（‌�愛知学院大学薬学部　臨床薬剤学講座）

O-170	 薬剤師と医師の連携によるポリファーマシーカンファレンス開催
堤　　大輔（‌�大分市医師会立アルメイダ病院　総合診療科）

O-171	 パーキンソン病患者に対するFunctional Reach Testを用いた臨床評価の有用性
三上　恭平（‌�医療法人社団神天会　登戸内科・脳神経クリニック）

O-172	 アンケートから考えるプライマリケア医へのリハビリテーション医学の効果的な習得支援法
須田　万豊（‌�慶應義塾大学　医学部　リハビリテーション医学教室）

O-173	 当院における70歳以下脳卒中入院患者の復職状況と背景因子についての調査
室谷　智子（‌�宮城厚生協会　泉病院　内科／みちのく総合診療医学センター）

O-174	 開業保健師が開業後5年以内に感じる活動の利点
小原　侑子（‌�三重県立看護大学　看護学部　看護学科）
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一般演題（口演）26　慢性疾患のケア 
	 13：30～15：00　第8会場（三重県総合文化センター　男女共同参画センター 3F　セミナー室C）

座長：北山　　周（‌�医療法人 北山会 北山医院）
　　　小曽根早知子（‌�筑波大学医学医療系）

O-175	 電子カルテ上でのウイルス性肝炎院内頼診システムによる当科受診患者の検討
遠藤　　哲（‌�弘前大学医学部付属病院　消化器内科）

O-176	 当院におけるSGLT2i長期使用例の検討～切り替え例の経験をまじえて～
岸川　孝之（‌�長崎県上五島病院　内科）

O-177	 当科におけるHelicobacter pylori一次除菌率の経年変化について
川上　浩平（‌�東京医科大学　総合診療医学分野）

O-178	 運動器疼痛に対する皮膚刺激ツール・ソマセプトミオの有用性
山崎　　瞬（‌�エムツー訪問看護ステーション仙台長町／地域疼痛ケア協会）

O-179	 地域診療所における高齢者糖尿病患者のHbA1cのガイドライン遵守率調査
西村　正大（‌�（公）地域医療振興協会　奈良市立都祁診療所）

O-180	 ICTを用いた慢性心不全患者の在宅体重管理における新たなしきい値指針によるアラーム告知システムの開発
佐藤　圭創（‌�九州保健福祉大学薬学部）

O-181	 ICTを利用した在宅体重管理による慢性心不全の急性増悪に関するアラーム告知システムの有用性の検討
赤﨑さとみ（‌�九州保健福祉大学薬学部）

一般演題（口演）27　予防医療・健康増進 
	 13：30～15：00　第9会場（三重県総合文化センター　男女共同参画センター 2F　セミナー室A）

座長：大橋　博樹（‌�医療法人社団 家族の森 多摩ファミリークリニック）
　　　次橋　幸男（‌�天理よろづ相談所病院）

O-182	 かかりつけ医での特定健康診査受診者と健診対象者全体との相違点についての検討
長嶋　理晴（‌�医療法人社団　日敏会　浜野長嶋内科）

O-183	 診断陰性例コントロール試験（TND）による2016-2017シーズンにおけるインフルエンザワクチンの有効
性評価
高橋　賢史（‌�出雲家庭医療学センター　出雲市民病院　家庭医療科）

O-184	 市中病院の救急外来/家庭医療外来での創傷処置に伴う破傷風トキソイド接種の実態調査
荒　　隆紀（‌�関西家庭医療学センター　淀さんせん会金井病院）

O-185	 生活習慣病関連諸因子からみたBMI適正範囲に関する検討
西﨑　泰弘（‌�東海大学　医学部　健康管理学／東海大学大学院医学研究科ライフケアセンター）

O-186	 日本のプライマリケアにおけるアルコール過剰摂取のスクリーニングのためのAUDITの診断精度の検証
海老原　稔（‌�神栖済生会病院）

O-187	 高齢者の熊本地震後の居住環境変化と歩行時間減少の関連：JAGESコホート研究
長谷田真帆（‌�東京大学大学院医学系研究科　健康教育・社会学分野）

O-188	 地域住民が求める『健康サポート薬局』機能に関する調査研究
押切　康子（‌�御代の台薬局品川二葉店）

一般演題（口演）28　その他② 
	 13：30～15：00　第10会場（三重県総合文化センター　男女共同参画センター 2F　セミナー室B）

座長：武田　裕子（‌�順天堂大学医学部医学教育研究室）
　　　渡辺　史子（‌�富山市まちなか診療所）

O-189	 小児入院患者における鎮静や麻酔による有害事象の臨床疫学
山本まるみ（‌�兵庫医科大学　臨床疫学）

O-190	 市中病院の入院患者において、研修医が担当することによる患者アウトカムへの影響
岡野　裕紀（‌�兵庫医科大学　臨床疫学）
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O-191	 東北大学病院総合診療科を受診し漢方治療を行った症例の特徴と経過
高山　　真（‌�東北大学病院　総合地域医療教育支援部）

O-192	 総合診療医が関わる退院支援活動によって退院支援の質が向上するか？
島袋　　彰（‌�沖縄県立宮古病院）

O-193	 災害後に行った被災者に対する鍼灸マッサージの有用性に関する観察研究
三輪　正敬（‌�災害鍼灸マッサージプロジェクト）

O-194	 生活保護受給者の救急要請は不適切なのか？～地域急性期病院の二次救急における重症度に関する検討～
松村　憲浩（‌�埼玉協同病院　総合内科）

O-195	 地域の一般病院における抗酸菌感染の診療実態と課題（続報）
加藤　　冠（‌�大泉生協病院／東京健生病院）

International Session2(口演)　 
	 9：15～10：45　第4会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　中会議室）

座長：Yuko Takeda（‌�Juntendo University Faculty of Medicine）
　　　Nobutaro Ban（‌�Aichi Medical University, Medical Education Center）

IS-O-09	 Utilization of ultrasound in ambulatory primary care setting in Japan
Haruhiro Uematsu（‌�Family Medicine, Tesshokai Kameda Family Clinic Tateyama）

IS-O-10	 Summary of the study for ambulatory care training among early postgraduate trainee
Nobutaka Hirooka（‌�Department of General Medicine, Saitama Medical University）

IS-O-11	 The Impact of Serial vs. Continuity Facilitators on Medical Student Education
Adam Saperstein（‌�Department of Family Medicine, Uniformed Services University of the Health Sciences／ Naval Family 

Branch Clinic, Iwakuni）

IS-O-12	 Genetic counseling in primary care in Japan: A mixed methods investigation
Keiichiro Narumoto（‌�Department of Obstetrics and Gynecology, Kikugawa Municipal General Hospital／ Shizuoka Family 

Medicine Residency Program）

IS-O-13	 The difficulty of Japanese rural home care workers in interprofessional collaboration: a mixed 
research
Ryichi Ohta（‌�Department of Community Care, Unnan City Hospital）

IS-O-14	 Getting started in meaningful primary care research: Experience in Original Projects in the 
University of Michigan-Shizuoka Training Program Collaboration
Michael Fetters（‌�Department of Family Medicine, University of Michigan）

IS-O-15	 Caring for a Foreign Residents of Japan with Primary Care
Fumika Iwaoka（‌�You Home Clinic）

IS-O-16	 Pseudoaldosteronism and pleural effusion in eldely woman with traditional chinese medicine 
“Yokukansan”
Tomohiro Nakayama（‌�Department of General Internal Medicine, Saitama Medical University）

学生セッション(口演)　 
	 11：00～12：30　第4会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　中会議室）

座長：阿波谷敏英（‌�高知大学医学部家庭医療学講座）
　　　鈴木　富雄（‌�大阪医科大学附属病院総合診療科）

SO-1	 地域医療機関を受診する患者の思いに関する質的研究
奥谷はるか（‌�鳥取大学医学部医学科）

SO-2	 主治医と産業医との連携を促進させる教育パッケージの有効性の検討：介入研究
久保田祥央（‌�三重大学　医学部　医学科）

SO-3	 北茨城市における乳がん検診受診理由の検討
梅山　翔平（‌�筑波大学　医学群医学類）

SO-4	 離島における医療系学生と福祉系学生の共修　第5回 長崎地域医療セミナー in GOTO
塚崎　　晃（‌�長崎大学医学部医学科）

SO-5	 健康状況や生活習慣に関する認識の患者家族間比較
山口　泰輝（‌�三重大学医学部医学科）
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SO-6	 医学生は地域包括ケア臨床実習で何を学ぶか
品川　博光（‌�長崎大学　医学部医学科／長崎大学大学院　医歯薬学総合研究科　地域包括ケア教育センター／長崎大学大学院　

医歯薬学総合研究科　地域医療学分野）

SO-7	 漢方専門病院と国内全体における漢方薬処方の傾向の差について
金澤　　豪（‌�徳島大学　医学部　医学科）

SO-8	 レビー小体型認知症と生活習慣病の関連
衛藤　美果（‌�大分大学医学部　総合診療・総合内科学講座）

一般演題（ポスター）研究1　高齢者ケア・他 
	 11：00～12：30　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：富塚　太郎（‌�国立研究開発法人 国立がん研究センター がん対策情報センター がん臨床情報部）

P-研-002	 通所介護利用者の性格傾向についての検討
中山　麻理（‌�中野共立病院／やまと診療所）

P-研-003	 医師は外来診察時に患者の認知機能低下に気づくことが出来ているのか。
山内　理紗（‌�六ヶ所地域家庭医療センター／青森県立中央病院　総合診療部）

P-研-004	 認知症ケアにおける多職種連携に関するプライマリ・ケア医の認識：インタビューによる質的研究
井上真智子（‌�浜松医科大学　地域家庭医療学講座／静岡家庭医養成プログラム）

P-研-005	 IoT-「呼吸ゆらぎ指数」ウェラブルデバイスの開発と在宅臨床治験のまとめ
中村　浩士（‌�国立病院機構　呉医療センター・中国がんセンター　総合診療科）

P-研-006	 患者・介護者・財布に優しい半固形化経腸栄養
坪内　康則（‌�京都鞍馬口医療センター　内科）

P-研-007	 当院での嚥下障害患者に対する言語聴覚士の介入と効果を踏まえた嚥下造影検査の適応について
小田隆太郎（‌�麻生飯塚病院　総合診療科／医療法人博愛会　頴田病院）

一般演題（ポスター）研究2　教育 
	 13：30～15：00　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：西城　卓也（‌�岐阜大学 医学教育開発研究センター）

P-研-008	 離島での臨床実習が医療崩壊を救う（竹富島の発見）
牛山　　叡（‌�埼玉医科大学病院／竹富町立竹富診療所）

P-研-009	 95歳以上の超高齢者に対する内視鏡治療の是非　－内視鏡医のジレンマ－
森川　昇玲（‌�紀南病院組合立紀南病院　内科）

P-研-010	 医療関係職種の養成課程に1年の共通課程設置は可能か
大西　弘高（‌�東京大学大学院　医学系研究科　医学教育国際研究センター）

P-研-011	 都市部で、大学附属病院・国公立施設の総合診療専門研修プログラムは公的・民間施設より12倍認可されや
すい
賀來　　敦（‌�社会医療法人清風会　岡山家庭医療センター）

P-研-012	 初期研修医が地域住民に健康講話を行うことによる、地域医療に対する意識変化の検討
馬渕　真依（‌�兵庫県立柏原病院　内科）

P-研-013	 地域病院における効果的なフィジカルアセスメント勉強会とは？雲南市立病院での取り組みを通して：質的研究
渡部ちひろ（‌�雲南市立病院）

一般演題（ポスター）研究3　その他 
	 13：30～15：00　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：中村　琢弥（‌�弓削メディカルクリニック 滋賀家庭医療学センター）

P-研-014	 Kounis 症候群 (アレルギー性冠動脈症候群) の発生頻度と転帰
柳川　洋一（‌�順天堂大学　医学部　付属　静岡病院）

P-研-015	 大学生における人格傾向と自殺念慮を伴う精神病様体験の関連の検討
大久保　亮（‌�国立がん研究センター社会と健康研究センター健康支援研究部）
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P-研-016	 プライマリ・ケア質評価尺度を用いた、診療所・小病院の施設間比較と分析
任　　明夏（‌�筑波大学附属病院　総合医コース）

P-研-017	 病院職員に対する抗インフルエンザ薬のインフルエンザ予防効果
孝田　雅彦（‌�日野病院組合日野病院　内科）

P-研-018	 当院における過去3年間の小児熱傷症例の検討
渡邊　　功（‌�頴田病院　総合診療科）

P-研-019	 中山間地域の思春期生徒における性事情とデートDVの実態調査及び過去の性教育との関連性についての解析
遠藤　瑞貴（‌�利根中央病院　総合診療科）

一般演題（ポスター）研究4　診断と検査・他 
	 11：00～12：30　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：松島　雅人（‌�東京慈恵会医科大学 臨床疫学研究部）

P-研-020	 開設後3年間に当科にて入院した237症例の検討
関根　一臣（‌�大阪医科大学附属病院　総合診療科）

P-研-021	 大学附属病院総合診療科に発熱を主訴として入院した118症例の解析
杉多　嗣之（‌�大阪医科大学附属病院　総合診療科）

P-研-022	 中小病院における役割と課題～転院症例から見えてくるもの～
榮　　仁規（‌�神戸健康共和会）

P-研-023	 一過性全健忘の2施設、46例における症例集積研究
宮﨑　賢治（‌�北茨城市民病院／筑波大学附属病院総合医コース）

P-研-024	 紹介事例におけるICPCコード化から見えたこと
長　哲太郎（‌�大阪家庭医療センター　ファミリークリニックなごみ）

一般演題（ポスター）症例報告15　多職種連携 
	 13：30～15：00　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：玉井友里子（‌�岡山家庭医療センター 湯郷ファミリークリニック）

P-症-084	 看護師からの相談を機に訪問薬剤管理指導を行い、患者の薬剤適正使用に結びついた症例
加藤　文啓（‌�合同会社　あおば薬局／さんあい薬局株式会社）

P-症-085	 エコーガイド下刺鍼で症状改善した肩部痛患者の一例：鍼灸師によるエコーを使用した鍼治療の適応評価
黒沢　理人（‌�一般社団法人日本超音波鍼灸協会／トリガーポイント治療院）

P-症-086	 臨床で患者さんの〝お金の問題〟に気がついたとき～成年後見人の委任にこぎつけた一例と難渋した一例～
松島　文子（‌�社会医療法人　関愛会　佐賀関病院）

P-症-087	 医療的ケアを要する重度身体障害者の福祉ホームでの生活継続に看護専門外来が有用であった一症例
松尾麻由子（‌�医療法人康仁会　西の京病院　皮膚排泄ケア認定看護師）

P-症-088	 多職種協働を通して在宅高齢心不全患者の再入院までの期間が延長した一例
西　　俊祐（‌�石巻市立病院　内科）

P-症-089	 心理社会的要因に関する情報が壊血病診断の契機となった一例
山田　舞耶（‌�JA長野厚生連　佐久総合病院）

一般演題（ポスター）症例報告16　診断と検査⑤ 
	 11：00～12：30　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：橋本　修嗣（‌�名張市立病院 総合診療科）

P-症-090	 低Na血症で受診した統合失調症患者の1例
牧尾成二郎（‌�佐賀大学医学部附属病院　総合診療部）

P-症-091	 重症型Campylobacter腸炎にCytomegalovirus腸炎を合併した1例
谷口　　毅（‌�津軽保健生活協同組合健生病院　総合診療科）
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P-症-092	 腹膜刺激症状が短時間で消失した一例
髙岡　大介（‌�豊田地域医療センター）

P-症-093	 頭蓋内の爆発音が片頭痛の症状であった一例
林　　智史（‌�東京医療センター　総合内科）

P-症-094	 頸部CTにて下咽頭梨状窩瘻からの感染を想定し診断した化膿性甲状腺炎の2例
岩本　和恵（‌�公益社団法人石川勤労者医療協会城北病院）

一般演題（ポスター）症例報告17　診断と検査⑥ 
	 13：30～15：00　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：塚本　知子（‌�千葉大学医学部附属病院総合診療科）

P-症-095	 起立歩行障害を主症状とした小脳梗塞 2 症例の検討
小川　克彦（‌�日本大学医学部　内科学系　神経内科学分野）

P-症-096	 診断に難渋した菊池病の一例
法山　大造（‌�桑名市総合医療センター）

P-症-097	 高齢者による高齢者介護に発症したたこつぼ心筋症の2例
澤田　知宏（‌�医療法人社団メディカルアクセス　沢田内科医院）

P-症-098	 診断に苦慮した免疫正常の成人の非結核性抗酸菌によるリンパ節炎の1例
宮原　圭佑（‌�津軽保健生活協同組合　健生病院　内科　総合診療）

P-症-099	 口腔内所見を契機にHIV感染症と診断された一例
河辺　　拓（‌�藤田保健衛生大学　　総合診療・家庭医療プログラム／藤田保健衛生大学）

P-症-100	 感冒様症状を主訴に受診しウイルス感染症と鑑別を要した、軸性関節炎の一例
上村　亮介（‌�株式会社　麻生飯塚病院）

一般演題（ポスター）症例報告18　診断と検査⑦ 
	 11：00～12：30　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：鈴木　孝明（‌�三重県地域医療研修センター）

P-症-101	 粘膜優位型尋常性天疱瘡に単純性ヘルペス感染の合併が疑われた症例。
安西　芳輝（‌�倉敷中央病院　総合診療科）

P-症-102	 急性無石性胆嚢炎が疑われたレプトスピラ症の1例
中野　好夫（‌�紀南病院　内科）

P-症-103	 体位性頻脈症候群の一例
猪谷　克彦（‌�中部徳洲会病院　総合診療部）

P-症-104	 妊娠反応検査を施行されずCTで診断された異所性妊娠の一例
二町　尚樹（‌�済生会横浜市南部病院　救急診療科／済生会横浜市南部病院　産婦人科）

P-症-105	 来院時髄膜刺激兆候がなく血液培養が診断に有効であった侵襲性リステリア症の一例
溝江　　篤（‌�赤穂市民病院）

P-症-106	 アルツハイマー型認知症の急な食事量減少を認知症の進行としたら危険だと教えてくれた一例
原　　純一（‌�きらり健康生活協同組合　上松川診療所　歯科口腔外科　摂食嚥下外来）

一般演題（ポスター）症例報告19　診断と検査⑧ 
	 13：30～15：00　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：山本　政和（‌�亀山市立医療センター）

P-症-107	 頭部挫傷受傷1か月半後に発症した巨大頭皮下血種の一例
山川　耕司（‌�長野赤十字病院　救命救急センター）

P-症-108	 病的骨折の原因がビタミンD欠乏症による骨軟化症であった1症例
内倉　淑男（‌�独立行政法人　国立病院機構　東京医療センター　総合内科／横浜市立大学　医学部　救急医学教室）
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P-症-109	 過換気症候群に隠れていた高血圧症と閉塞性睡眠時無呼吸症候群の一例
原田　　純（‌�赤穂市民病院　総合診療科）

P-症-110	 発熱、全身倦怠感を契機に発見された多発肝膿瘍の1例
槙坪　良時（‌�庄原赤十字病院　内科）

P-症-111	 イレウス管が誘因と考えられた腸重積の一例
坂倉　明恵（‌�筑波大学附属病院水戸地域医療教育センター /水戸協同病院　総合診療科）

P-症-112	 2名の総合診療医に同日発症し全身の筋痛と関節痛を伴ったA群溶連菌性化膿性咽頭扁桃炎
橋本　修嗣（‌�名張市立病院　総合診療科）

一般演題（ポスター）症例報告20　患者中心の医療・終末期のケア 
	 11：00～12：30　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：西岡　洋右（‌�西岡記念セントラルクリニック）

P-症-113	 患者中心の医療の方法を実践し，絶望的と思われた自宅退院を達成した事例
大髙　由美（‌�津軽保健生活協同組合健生病院　総合診療科）

P-症-114	 独居高齢末期がん患者の人生のテーマにアクセスし、医療者としてできることを検討した一例
池田　啓浩（‌�永寿総合病院／順天堂大学医学部総合診療科／慶應義塾大学医学部総合診療科）

P-症-115	 息子が末期癌である事に対する反応性抑うつからその死を乗り越え笑顔で退院した事例
松井　聡介（‌�津軽保健生活協同組合健生病院）

P-症-116	 心理社会的要因により、訪問診療の継続が困難だったガン患者の1例
近藤　慶太（‌�JA長野厚生連佐久総合病院）

P-症-117	 本人の想いを尊重することで自尊心を保ちながら亡くなった終末期癌患者の症例
行俊　浩平（‌�津生協病院）

P-症-118	 末期腎不全患者に対するプライマリ・ケア医の役割と腎臓専門医との連携
高木　　暢（‌�医療法人社団家族の森　多摩ファミリークリニック）

一般演題（ポスター）症例報告21　高齢者ケア 
	 13：30～15：00　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：錦織麻紀子（‌�上賀茂診療所）

P-症-119	 超高齢者の結核性胸膜炎；副作用により抗結核薬を中止、在宅で安静・栄養療法と対症療法で寛解しえた一事例
山口　鶴子（‌�済生会川俣病院　内科）

P-症-120	 利尿剤投与でWernicke脳症を発症した超高齢患者の1例
上田　駿介（‌�静岡赤十字病院　臨床研修センター）

P-症-121	 高齢者のQOL維持にCPXが有用であった一症例
齋藤　　龍（‌�牧野記念病院）

P-症-122	 80歳代後半で診断したステージⅣ肺癌患者に対して抗癌治療を施行し、2年の生存が得られた2症例
阿藤　一志（‌�昭和伊南総合病院　外科）

P-症-123	 インフルエンザを機に経口摂取困難となったが在宅で最期まで経口摂取を継続できた1症例
吉野ひろみ（‌�きらり健康生活協同組合　上松川診療所　歯科口腔外科）

P-症-124	 慢性疾患のエゴグラムからみえてきたもの　－フレームについて考えよう－
須田　道雄（‌�医療法人　弘生堂　須田医院）

一般演題（ポスター）症例報告22　急性期・急性疾患のケア⑤ 
	 11：00～12：30　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：片岡　仁美（‌�岡山大学大学院医歯薬学総合研究科地域医療人材教育講座）

P-症-125	 激しい咳嗽にNeuromodulatorが著効した32症例の検討
大江　元樹（‌�もとき内科クリニック）
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P-症-126	 他病院への転送を12回断られた後に絞扼性イレウスの診断で緊急手術となった1例
工藤　路子（‌�新潟県立加茂病院　内科）

P-症-127	 突然の四肢のしびれを契機に診断されたエソメプラゾールによる薬剤性腎障害
森田　喜紀（‌�鹿児島県立大島病院　総合内科）

P-症-128	 刺青上の丘疹結節状反応を契機にサルコイドーシスと診断した慢性C型肝炎の一例
大西　　潤（‌�明石医療センター　総合内科）

P-症-129	 自覚症状に乏しい重症急性膵炎の一例
仁木俊一郎（‌�健康会　京都南病院）

一般演題（ポスター）症例報告23　急性期・急性疾患のケア⑥ 
	 13：30～15：00　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：鈴木　　諭（‌�利根保健生活協同組合 利根中央病院 総合診療科）

P-症-130	 幽門側胃切除後の吻合部に発生し出血および狭小化がみられた輪状潰瘍症例
北　　嘉昭（‌�国際医療福祉大学塩谷病院　総合診療科／国際医療福祉大学　医学部　総合診療医学）

P-症-131	 家族背景に配慮し治療しえた気腫性膀胱炎の一例
吉村　元文（‌�ベルランド総合病院　臨床研修室）

P-症-132	 ニューモシスチス・カリニ肺炎を契機にAIDSと診断され、ART開始後に免疫再構築症候群を来した1例
中安　一夫（‌�飯塚病院）

P-症-133	 カフェイン離脱頭痛と診断した一例
中邑　　咲（‌�麻生飯塚病院　総合診療科／博愛会頴田病院　総合診療科）

P-症-134	 突然の腹痛にて救急搬送された若年女性
藤川　　耕（‌�県北西部地域医療センター国保白鳥病院）

P-症-135	 高流量鼻カニュラ酸素療法で治療しえた高齢者重症肺炎の一例
藤原　匠平（‌�広島共立病院／愛媛生協病院）

一般演題（ポスター）症例報告24　急性期・急性疾患のケア⑦ 
	 11：00～12：30　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：刀根　幸夫（‌�医療法人慶幸会 刀根クリニック）

P-症-136	 慢性歯性感染症から感染性心内膜炎に至った一例
仲野　　惟（‌�佐久総合病院　腎臓内科）

P-症-137	 不明熱を精査し、術後7年目に発症した遅発性肺切除後膿胸と診断した一例
工藤　仁隆（‌�飯塚病院　総合診療科）

P-症-138	 気道緊急をきたしたメソトレキサート関連リンパ増殖症（MTX-LPD）の一例
増田　真吾（‌�長崎県上五島病院　内科）

P-症-139	 消化管内に大量のゴーストピルを認めた急性偽性腸閉塞の一例
吉川　真史（‌�津生協病院　内科）

P-症-140	 意識レベルの変化を来し、精神疾患や多種の器質疾患との鑑別を要した硬膜動静脈瘻の1例
佐々木真弥（‌�大阪医科大学附属病院　総合診療科）

P-症-141	 尿閉を伴わない尿路感染症により高アンモニア血症をきたした一例
川島　浩正（‌�奈良県立医科大学付属病院　総合診療科）

一般演題（ポスター）症例報告25　その他 
	 13：30～15：00　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：恩田　光子（‌�大阪薬科大学）

P-症-142	 熟年夫婦の危機-夫婦の年月だけ積み重なった関係性の考察-
三浦　弓佳（‌�医療生協家庭医療学家庭医療学レジデンシー・近畿）
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P-症-143	 家族志向ケアが高齢患者の不安や不定愁訴の軽減に繋がった一例
永嶋有希子（‌�弓削メディカルクリニック）

P-症-144	 DPP-4阻害薬による薬剤性類天疱瘡の情報収集を行うなかで見えた薬剤師による気付きの重要性
石井　憲輔（‌�健生会　立川相互病院）

P-症-145	 学会教育講演との関わりを契機に抗凝固療法の変更を行った5例
白川　光雄（‌�海陽町宍喰診療所）

P-症-146	 在宅医療の現場における医科歯科連携ー終末期がん患者のケアー
木森　久人（‌�医療法人社団八洲会　あしがら西湘歯科診療所）

P-症-147	 え、いま唐揚げ食べてるんですか？　～廃用性の摂食機能低下は改善する！～
鈴木　將玄（‌�筑波メディカルセンター病院　臨床研修科・総合診療科）

一般演題（ポスター）活動報告17　幼小児・思春期のケア・実践報告 
	 13：30～15：00　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：町田　祐子（‌�四日市羽津医療センター 小児科）

P-活-093	 「読み書き障害・困難児」に関する地域連携の模索
福田亜矢子（‌�一般社団法人　はなみずき特別支援教育研究所）

P-活-094	 離島地区の基幹病院における小児時間外救急診療の実態調査
小屋松　淳（‌�長崎大学　離島・へき地医療学講座　離島医療研究所）

P-活-095	 プライマリケアにおける発達性股関節脱臼スクリーニング超音波検査
白石　裕子（‌�隠岐広域連合立　隠岐島前病院）

P-活-096	 母校で行う地域志向アプローチの実践
宮本　侑達（‌�亀田ファミリークリニック館山）

P-活-097	 小学校での一次救命処置講習会が、児童の医療・介護職に対する興味に及ぼす効果
辻村　英二（‌�公立豊岡病院　総合診療科）

P-活-098	 小学生を対象としたスマートフォン・ゲーム利用に関する健康教育の取り組み
長田あかり（‌�御前崎市家庭医療センターしろわクリニック）

一般演題（ポスター）活動報告18　実践報告③ 
	 11：00～12：30　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：清田　実穂（‌�医療福祉生協連家庭医療学開発センター（CFMD）/あさお診療所）

P-活-099	 産後うつ予防に地域のクリニックができること
小野　祥代（‌�医療法人社団家族の森　多摩ファミリークリニック）

P-活-100	 継続性のある総合診療/地域医療に関する臨床研究の教育の構築（第3報）
谷口　純一（‌�熊本大学医学部附属病院　地域医療支援センター）

P-活-101	 へき地の病院の建て替えに向けて開催した「地域住民参加型ワークショップ」について
原田　昌範（‌�山口県立総合医療センター　へき地医療支援部）

P-活-102	 外来ビデオレビューにアクションカメラを使ってみた
原　　穂高（‌�愛媛医療生協　愛媛生協病院　家庭医療科）

P-活-103	 専門医部会若手医師部門『クルー100人プロジェクト』活動報告
藤谷　直明（‌�宮崎医院/大分大学医学部総合診療・総合内科学講座）

P-活-104	 当院における中心静脈カテーテル挿入実態調査－チェックリストとサポート医師を導入して－
恋中　理恵（‌�橋本市民病院）
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一般演題（ポスター）活動報告19　実践報告④ 
	 13：30～15：00　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：竹内美音子（‌�川崎医療生活協同組合 あさお診療所）

P-活-105	 診療所における「気になる患者」の何が気になるのか？
後藤　智美（‌�生協浮間診療所／大分県立看護科学大学）

P-活-106	 患者中心の医療を目指した多職種連携の実践報告－糖尿病薬剤師外来を含めたカンファレンスの試み－
毛利　貴子（‌�奈良県立医科大学　糖尿病学講座）

P-活-107	 健康権を保障する外来看護の実践～ SVS(ソーシャルバイタルサイン)調査の取り組み～
幌　沙小里（‌�勤医協苫小牧病院）

P-活-108	 健康の社会的決定要因を臨床現場に実装する：社会的バイタルサイン（SVS）を用いた患者評価の手法
水本　潤希（‌�愛媛医療生活協同組合　愛媛生協病院　内科・家庭医療科）

P-活-109	 外科医ひとりでどこまでできるか
土田　博光（‌�誠潤会水戸病院）

P-活-110	 世に似顔絵セラピーを
江角　悠太（‌�志摩市民病院）

一般演題（ポスター）活動報告20　実践報告⑤ 
	 11：00～12：30　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：大槻　智子（‌�東神戸病院）

P-活-111	 中国・青海大学との国際交流の取り組みについて～東京女子医科大学東医療センターからの報告～
石川　元直（‌�東京女子医科大学東医療センター内科）

P-活-112	 なぜ総合診療医？ Why GP ？プロジェクトの実施報告
朴　　大昊（‌�鳥取大学医学部地域医療学講座）

P-活-113	 島根における地域医療を守る住民活動の取り組み
吉岡みち子（‌�島根大学医学部　地域医療支援学講座）

P-活-114	 当院における針刺し防止対策におけるとりくみ
田中惣之輔（‌�庄原市立西城市民病院）

P-活-115	 地域医療に関する市町村職員研修会を実施して
後藤　忠雄（‌�県北西部地域医療センター）

P-活-116	 保健師による訪問指導および特定健診結果説明会への参加を医学生実習に導入すると地域医療の全体像がわかる
松田俊太郎（‌�宮崎大学　医学部　地域医療総合診療医学講座）

一般演題（ポスター）活動報告21　実践報告⑥ 
	 13：30～15：00　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：野口　　愛（‌�西淀病院地域総合内科/大阪家庭医療センター）

P-活-117	 あなみず地域医療塾の5年間の活動報告
小浦　友行（‌�公立穴水総合病院　臨床研修センター）

P-活-119	 “ちょいワルじいさんプロジェクト” 2017年度活動報告
和田　嵩平（‌�社会医療法人清風会　岡山家庭医療センター　奈義ファミリークリニック）

P-活-120	 退院前カンファレンスの検討～病院看護師と介護支援専門員とのより良い連携を目指して～
三浦喜代美（‌�深谷赤十字病院）

P-活-121	 症例ログを用いた家庭医療専攻医による緩和ケアチーム研修の振り返り：活動報告
久野　遥加（‌�筑波大学附属病院　総合診療科）
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一般演題（ポスター）活動報告22　実践報告⑦ 
	 11：00～12：30　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：阿部　佳子（‌�医療法人社団やまと 日吉慶友クリニック）

P-活-122	 PDCAサイクルを用いた豊田マラソン大会救護班の質改善プロセス
石黒謙一郎（‌�藤田保健衛生大学　連携地域医療学寄付講座）

P-活-123	 平成29年7月九州北部豪雨における東峰村立診療所のプライマリ・ケア対応
江島有美香（‌�東峰村立診療所　内科）

P-活-124	 専門職によるパンフレットの対面配布がもたらす効果の検証
伊東　孝恭（‌�株式会社望星薬局）

P-活-125	 「下町不健康学会」2017活動報告-地域A周辺の60代男女の健康に関するグループワーク
景山　晶子（‌�明治学院大学大学院　社会学研究科）

P-活-126	 総合診療科の新設から2年間の軌跡
堀　　哲也（‌�北海道社会事業協会帯広病院　総合診療科／北海道家庭医療学センター）

P-活-127	 大学病院の救急外来をウォークインで受診する重症患者の検討
高橋　智弘（‌�岩手医科大学　救急・災害・総合医学講座　総合診療医学分野）

一般演題（ポスター）活動報告23　実践報告⑧ 
	 13：30～15：00　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：本郷　舞依（‌�みちのく総合診療医学センター /坂総合病院総合診療科）

P-活-128	 電動針無しステープラーの効果測定
宮本　啓悟（‌�石川県薬剤師会能登北部支部穴水班）

P-活-129	 オール島根で取り組む総合診療専門医の育成
谷口　栄作（‌�島根大学医学部地域医療支援学講座）

P-活-130	 久瀬のハートを伝承する－揖斐のプライマリ・ケア看護師育成プロジェクト－
菅波　祐太（‌�地域医療振興協会　揖斐郡北西部地域医療センター）

P-活-131	 三次医療機関の外来診療における総合診療科の役割に関して
川原知瑛子（‌�長崎医療センター　総合診療科）

P-活-132	 総合診療医による高齢化社会対応学～身近な医療の発展的転換を図るための機器開発と教育手法の構築～
小林　　只（‌�弘前大学　医学部附属病院　総合診療部）

P-活-133	 プライマリ・ケアを担う事務の能力開発支援学習企画を開催して～診療所事務のコンピテンシー（第3報）～
芦野　　朱（‌�医療生協さいたま　さいたま総合診療医・家庭医センター）

一般演題（ポスター）活動報告24　多職種連携① 
	 11：00～12：30　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：八田　重雄（‌�医療法人社団家族の森多摩ファミリークリニック）

P-活-134	 かかりつけ薬剤師として症候学を活用した服薬指導によりステロイド内服治療を完遂できた一例
石井　充章（‌�鈴木薬局　白岡店／筑波大学大学院　人間総合科学研究科　福祉医療学）

P-活-135	 地域医療を担う医師のパートナーにNP（ナースプラクティショナー・診療看護師）の活用をオススメします
中村　朋子（‌�社会医療法人関愛会　佐賀関診療所）

P-活-136	 地域包括ケアに向けた地域での多職種連携教育の試み
木村　圭佑（‌�医療法人松徳会　花の丘病院／三重大学大学院医学系研究科　生命医科学専攻）

P-活-137	 社会参加支援の促進に向けて「すごろく」作成を用いたリハ職とケアマネとの多職種連携教育の試み
木村　圭佑（‌�医療法人松徳会　花の丘病院／三重大学大学院医学系研究科　生命医科学専攻）

P-活-138	 院内で開催している多職種カンファレンスの課題と、それに対して取組んだ後のアンケート比較
竹田　　啓（‌�三重大学大学院医学系研究科　亀山地域医療学講座）

P-活-139	 当法人の診療看護師が行ってきた3年間のプライマリケア領域の活動から指導医として感じた課題と効果
平山　匡史（‌�社会医療法人関愛会　よつばファミリークリニック／大分大学医学部　総合診療・総合内科学講座）
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一般演題（ポスター）活動報告25　多職種連携② 
	 13：30～15：00　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：御前　秀和（‌�名張市立病院総合診療科）

P-活-140	 プライマリケア看護学の勉強会が診療所看護師の自信や誇りに与える影響 第2報
加藤早里佳（‌�医療法人鉄蕉会　亀田ファミリークリニック館山　家庭医診療科　看護室）

P-活-141	 入居者の介護度の変化からふりかえる特別養護老人ホームの生活を支える多職種連携によるケア
佐々木直英（‌�登米市立上沼診療所）

P-活-142	 津生協病院におけるプライマリ・ケア医としての糖尿病透析予防外来での多職種連携
加藤　晶俊（‌�津生協病院）

P-活-143	 多職種参加型の総合診療科外来カンファレンスの取り組み
栄原　智文（‌�東葛病院　総合診療科）

P-活-144	 医療福祉系大学における多職種連携教育-4学部11学科での取り組み-
山路由実子（‌�鈴鹿医療科学大学　看護学部　看護学科）

P-活-145	 総合診療科における心理職活用の検討ー実践からの分析
長浦　由紀（‌�長崎大学大学院　医歯薬学総合研究科　総合診療学分野）

一般演題（ポスター）活動報告26　その他② 
	 11：00～12：30　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：駒田　雄一（‌�駒田医院）

P-活-146	 地域におけるグラム染色による偽痛風の診断
笹本　将継（‌�身延町早川町組合立飯富病院／山梨県立中央病院）

P-活-147	 革新的心血管エコーシステムの開発
小田代敬太（‌�九州大学大学院　医学研究院　病態修復内科（第一内科））

P-活-148	 死亡診断書からみた、在宅と施設の老衰死の意義と実践
今髙　國夫（‌�烏山診療所）

P-活-149	 山間部僻地中核病院におけるICTの立ち上げと感染対策
伊藤　千明（‌�身延町早川町組合立飯富病院）

P-活-150	 2年次研修医が考える救急現場における臨床的「直感」
佐土原道人（‌�熊本大学医学部附属病院　地域医療・総合診療実践学寄附講座）

P-活-151	 地域基幹病院における、軽症高齢患者急性期の短期在宅加療クリニカルパスの運用
岩渕　敬介（‌�神奈川県立足柄上病院　総合診療科・地域医療センター）

一般演題（ポスター）活動報告27　在宅医療② 
	 11：00～12：30　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：大西　丈二（‌�名古屋大学医学部附属病院老年内科）

P-活-152	 薬剤師のおためし訪問事業と同行訪問サポート事業について
相馬　　渉（‌�（株）ファルマ　ファルマ弘前薬局）

P-活-153	 住み慣れた自宅で最期を迎えることができる村　 ‐ 長野県川上村の在宅医療 ‐
藤井　麻耶（‌�国民健康保険川上村診療所／佐久総合病院総合診療科／鳥取大学医学部社会医学講座環境予防医学分野）

P-活-154	 在宅療養における多職種・多施設連携に向けて
藤川　　耕（‌�県北西部地域医療センター国保白鳥病院）

P-活-155	 3年間の遺族訪問の振り返り
坂戸慶一郎（‌�健生黒石診療所）

P-活-156	 訪問診療患者の外来復帰の検討
久島　和洋（‌�ドクターゴン鎌倉診療所）

P-活-157	 病院在宅部門と診療所との在宅医療連携：病院医療者のための訪問診療マニュアルと診療所バックアップ体制
次橋　幸男（‌�公益財団法人　天理よろづ相談所病院　在宅世話どりセンター／公益財団法人　天理よろづ相談所病院　地域医療

連携室／天理医療大学　医療教育研究センター）
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一般演題（ポスター）活動報告28　ICT・遠隔医療②・診療の質改善① 
	 13：30～15：00　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：川島　篤志（‌�市立福知山市民病院 総合科）

P-活-158	 県主導の遠隔診療支援システムを利用したへき地診療の経験
多田　明良（‌�国保北山村診療所）

P-活-159	 へき地型遠隔診療のあるべき姿とは？～離島・へき地を視察しての考察～
平野　貴大（‌�弘前大学大学院医学研究科　総合診療医学講座／青森県立中央病院　総合診療部）

P-活-160	 ICTによるコミュニケーション勉強会～1対1トレーニングを可能とした新Web会議システム～
平野　貴大（‌�弘前大学大学院医学研究科　総合診療医学講座／青森県立中央病院　総合診療部）

P-活-161	 エビデンス構築にかかわる遠隔医療マネジメント人材の養成
竹内　公一（‌�千葉大学医学部附属病院地域医療連携部）

P-活-162	 家庭医療診療所群におけるQBTを用いた診療の質評価の取り組み～続編～
今江　章宏（‌�寿都町立寿都診療所／北海道家庭医療学センター）

P-活-163	 当院とグループ病院の妊婦健診における風疹抗体価低値の患者数と予防接種数の乖離
田島　明野（‌�鉄蕉会　亀田ファミリークリニック館山）

一般演題（ポスター）活動報告29　診療の質改善② 
	 11：00～12：30　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：成島　仁人（‌�津ファミリークリニック）

P-活-164	 糖尿病患者の眼底検査率向上に向けた業務改善の取り組み
里井　義尚（‌�川崎医療生活協同組合　久地診療所／全日本医療福祉生協連合会　家庭医療学開発センター）

P-活-165	 DNAR指示は患者－家族に委ねてしまっている可能性がある-医療職へのアンケート結果より
山田　高広（‌�東京慈恵会医科大学　総合診療部）

P-活-166	 初期研修医と倫理的課題にどうとりくむか～初期研修医のアンケートから見えたこと～
山田　歩美（‌�埼玉協同病院）

P-活-167	 交通事故被害者の後遺障害認定における初期診療記録の重要性
中嶋　浩二（‌�牧野リハビリテーション病院／日本医事法学会）

P-活-168	 回復期リハビリ病棟における歯科衛生士の病棟配置とその意義及び効果について
北原　孝夫（‌�香川医療生活協同組合　高松協同病院）

P-活-169	 在宅医療を中小病院が提供する経営的価値 ～コミュニティホスピタルジャパン：頴田病院～
本田　宜久（‌�医療法人博愛会　頴田病院）

一般演題（ポスター）活動報告30　教育⑤ 
	 13：30～15：00　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：錦織　　宏（‌�京都大学大学院医学研究科 医学教育推進センター）

P-活-170	 くろまつないブナの森診療所の挑戦：地域基盤型モデルカリキュラム（BiCK）
寺田　　豊（‌�くろまつないブナの森診療所）

P-活-171	 自治医科大学地域医療実習プログラム改善の試み
廣瀬　英生（‌�県北西部地域医療センター　国保和良診療所）

P-活-172	 医・歯・薬・看護4学部の学生協働による「地域医療課題解決実習」の報告
下沖　　収（‌�岩手医科大学　救急・災害・総合医学講座　総合診療医学分野）

P-活-173	 総合診療科実習振り返りにおけるSignificant Event Illustration の試み
高屋敷明由美（‌�筑波大学医学医療系地域医療教育学）

P-活-174	 地域医療実習における事前課題の影響の検討
小泉　　健（‌�新潟大学　大学院医歯学総合研究科　新潟地域医療学講座）

P-活-175	 全職員が卒前教育に関わるシステム構築と成果
澁谷　咲子（‌�三重県立一志病院）
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一般演題（ポスター）活動報告31　教育⑥ 
	 11：00～12：30　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：菊川　　誠（‌�九州大学大学院医学研究院医学教育学講座）

P-活-176	 地域医療実習(Community-Based Learning;CBL）に「素朴概念調査法」を活用した事例
中嶋　　裕（‌�山口県立総合医療センターへき地医療支援部／山口県周南健康福祉センター）

P-活-177	 5つのステップを用いたEvidence Based Medicine（EBM）卒前教育の実践
片岡　義裕（‌�筑波大学附属病院　総合診療科）

P-活-178	 全国の医学生・研修医が集まる総合診療勉強会「大阪どまんなか」の構築と未来へ発展
笹本　浩平（‌�市立敦賀病院　臨床研修センター）

P-活-179	 JAZZ BAR IN THE HOSPITAL ～ JAZZ BARが学生に与えた影響～
榮　　厚輔（‌�三重大学医学部医学科）

P-活-180	 東北大学における地域総合診療医育成寄附講座の設置
石井　　正（‌�東北大学病院　総合地域医療教育支援部）

P-活-181	 卒前教育で家庭医療学のエッセンスを教える一つの方法～スパイラル構造で設計した医療面接講義の紹介～
森　　洋平（‌�三重大学医学部附属病院総合診療科）

一般演題（ポスター）活動報告32　教育⑦ 
	 13：30～15：00　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：近藤　　猛（‌�名古屋大学医学部附属病院 総合診療科/卒後臨床研修・キャリア形成支援センター）

P-活-182	 聴診器および心臓聴診法習得の必要性ー若き医師および医学生の意見
井内　和幸（‌�かみいち総合病院　内科）

P-活-183	 学部横断多職種連携教育による健康まちづくりの理論×実践「健康のまちづくりアカデミー」の試み
井階　友貴（‌�福井大学医学部地域プライマリケア講座）

P-活-184	 専攻医のニーズに関する実態調査結果及び専攻医部会活動報告（研修支援事業、専攻医ネットワーク支援事
業）
井上　博人（‌�地域医療振興協会/市立奈良病院　総合診療科）

P-活-185	 家庭医療専門医育成に関わった3年間のまとめ
川上　和徳（‌�綾川町国民健康保険陶病院）

P-活-186	 PHEEMを用いた家庭医療後期研修プログラムの研修環境評価
竹内　一仁（‌�津軽保健生活協同組合　健生病院　総合診療科）

P-活-187	 家庭医療後期研修医に必要なwomen's health care教育を考える
髙橋　弘樹（‌�神栖済生会病院　内科／筑波大学総合診療グループ）

一般演題（ポスター）活動報告33　教育⑧ 
	 11：00～12：30　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：田島　明野（‌�鉄蕉会 亀田ファミリークリニック館山）

P-活-188	 4名の総合診療専攻医の産婦人科研修を通じて1産婦人科指導医が得た知見―診察内容別の目標設定数の試み―
東田　太郎（‌�市立加西病院　産婦人科）

P-活-189	 プライマリ・ケアコース研修医に対する小児科研修についての検討
辻　　泰輔（‌�沖縄県立中部病院　小児科）

P-活-190	 報告：専攻医のためのキャリアサバイバルオリエンテーション（中国ブロック支部）
賀來　　敦（‌�社会医療法人清風会　岡山家庭医療センター）

P-活-191	 専攻医のニーズに関する実態調査結果及び専攻医部会活動報告（連携・交流事業、キャリア支援事業）
渡部　　健（‌�秋田大学大学院　医学系研究科　総合診療・検査診断学講座）

P-活-192	 専攻医に優しい九州へ「KOPe：九州沖縄地区での定例オンラインポートフォリオ勉強会」の活動報告　第2報
金　　弘子（‌�頴田病院）

P-活-193	 ツイキャスを利用したEBMラジオ番組「にゃんごう＆いがさんのEBMerな夜」の試み
南郷　栄秀（‌�東京北医療センター　総合診療科）
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一般演題（ポスター）活動報告34　地域包括ケア②・他 
	 13：30～15：00　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：石丸　裕康（‌�天理よろづ相談所病院）

P-活-194	 地域包括ケア病棟の有効な利用法に関する検討
石坂　克彦（‌�飯山赤十字病院）

P-活-195	 急性期総合病院における地域連携活動について
熊谷　知博（‌�湘南鎌倉総合病院　総合内科）

P-活-196	 高齢者における地域サロンおよび日常生活支援ニーズとフレイル有無による相違について
大西　丈二（‌�名古屋大学　老年内科）

P-活-197	 地域で支える在宅腹膜透析
日向　道子（‌�祐ホームクリニック麻布台）

P-活-198	 質の高い在宅医療を提供するには『動画による技術確認』
樋田　久子（‌�豊田地域医療センター）

P-活-199	 学校での心臓突然死を防ぐための高校生を対象とした一次救命処置教育
高橋　直子（‌�奈良女子大学大学院／近畿大学　薬学部／立命館大学　薬学部／大阪IJ　いのちの授業）

一般演題（ポスター）活動報告35　地域包括ケア③ 
	 11：00～12：30　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：井階　友貴（‌�福井大学医学部 地域プライマリケア講座）

P-活-200	 人生の最終段階の意思決定支援のために行った当院の倫理サポートチームの地域包括ケア推進における活動
吉田　智美（‌�国立病院機構東京医療センター）

P-活-201	 日本一健康な町くろまつないを目指して！地域という森に挑む診療所のまちづくりプロジェクト
勝田　琴絵（‌�黒松内町国保くろまつないブナの森診療所／勤医協家庭医療センター）

P-活-202	 地域包括ケアの基盤となる医療介護の多職種連携～札幌市「西区在宅ケア連絡会」20年の活動から～
吉澤　朝弘（‌�勤医協札幌西区病院）

P-活-203	 地域包括ケア推進のための医師会と行政の連携～札幌市在宅医療協議会の活動から～
大友　　宣（‌�静明館診療所）

P-活-204	 オール東灘で行こう！～二つのフォーラムの意義と今後～
遠山　治彦（‌�東神戸病院　内科）

P-活-205	 神奈川県立足柄上病院における、在宅療養後方支援の取り組みと課題
岩渕　敬介（‌�神奈川県立足柄上病院　総合診療科・地域医療センター）

一般演題（ポスター）活動報告36　その他③ 
	 13：30～15：00　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：中山久仁子（‌�医療法人メファ仁愛会 アイファミリークリニック蒲郡）

P-活-206	 滝沢中央病院における胃瘻カテーテル交換による腹腔内誤挿入の検討
菊地　大輝（‌�滝沢中央病院　総合診療科／岩手医科大学医学部　救急・災害・総合医学講座　総合診療医学分野）

P-活-207	 薬剤師のトリセツを作ろう
山口　章江（‌�医療法人十勝勤労者医療協会　帯広病院　薬局）

P-活-208	 被災地域におけるアルコール問題に対する取り組み
藤戸　孝俊（‌�石巻市立病院　内科）

P-活-209	 都心部のサービス付き高齢者向け住宅への転居の影響に関する面接調査
伊藤　浩一（‌�中野共立病院）

P-活-210	 日常診療における家庭医の思考過程
筧　　直之（‌�滋賀医科大学　医学部医学科）

P-活-211	 家庭医療診療所において模擬患者を活用したコミュニケーション学習の取り組み
丸山　淳也（‌�岡山家庭医療センター　津山ファミリークリニック）
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国際キャリア支援②(ポスター )　 
	 11：00～12：30　ポスター会場（三重県総合文化センター　文化会館 2F　第1ギャラリー）

座長：加藤　大祐（‌�三重大学大学院医学系研究科 地域医療学講座）

PI-09	 A precious experience participating in the short-term exchange program between Korea and 
Japan
Nobushiro Nishimura（‌�Nara Medical University）

PI-10	 GP Training System in Japan and the UK
Ken Watanabe（‌�Akita University Hospital Family Medicine Residency Program／ Department of General Internal Medicine 

and Clinical Laboratory Medicine, Akita University Graduate School of Medicine, Akita, Japan）

PI-11	 What we can learn from the UK healthcare system: What I learned from UK-Japan exchange 
2017
Keita Kondo（‌�Fujita Health University Family Medicine Residency Program）

PI-12	 Discussing the difference of  Sogo-shinryo in Japan as compared to the UK.
Hideki Tsunoda（‌�Saku central Hospital in Japan）

PI-13	 History of Family Medicine and Primary Care Change in Thailand -What can we learn from 
Thailand ？ -
Yuki Sakai（‌�Kameda Family Clinic Tateyama）

PI-14	 The health-care system in Thailand from the aspects of health insurance schemes and health 
care structures
Hikohaku Ryu（‌�General Medicine and Primary Care, University of Tsukuba Hospital, Japan）


